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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ

て
か
ら
５
年
間
で
、
実
質
賃

金
は
約
５
０
万
円
も
下
が
り
、

年
収
２
０
０
万
円
以
下
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
が
４
２
万
人
も

増
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
国

民
生
活
が
悪
化
し
続
け
て
い

ま
す
。
格
差
と
貧
困
を
な
く

し
日
本
経
済
を
再
生
さ
せ
る

に
は
、
労
働
者
の
大
幅
な
賃

上
げ
が
必
要
で
す
。
誰
で
も

２
万
円
の
賃
上
げ
は
、
大
企

業
が
溜
め
込
ん
だ
内
部
留
保

の
一
部
を
取
り
崩
す
こ
と
で

可
能
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り

も
賃
金
の
底
上
げ
が
重
要
で

す
。
最
賃
の
加
重
平
均
時
給

８
４
８
円
は
、
月
額
１
３
万

５
千
円
相
当
で
、
人
た
る
に

値
す
る
生
活
に
は
及
ば
な
い

水
準
で
す
。
全
国
一
律
の
最

低
賃
金
（
時
給
１
５
０
０
円
）

を
早
期
実
現
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為

に
は
、
中
小
企
業
へ
の
財
政

支
援
と
公
正
取
引
ル
ー
ル
の

確
立
が
必
要
で
す
。

安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改

革
」
は
、
ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ

で
固
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
非
正
規
を
な
く
す
」
と
言

い
な
が
ら
実
際
に
は
大
幅
に

増
え
て
い
ま
す
。
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
は
、
正
規
雇

用
の
賃
下
げ
（
限
定
正
社
員

な
ど
）
に
よ
り
非
正
規
と
の

格
差
を
縮
め
る
こ
と
に
置
き

換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
業

の
上
限
規
制
と
は
名
ば
か
り

で
、
「
特
例
」
と
し
て
過
労

死
水
準
を
上
回
る
年
９
６
０

時
間
を
認
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
他
方
で
財
界
の
要
望

に
は
、
ま
る
ご
と
応
え
る
も

の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働

時
間
の
管
理
を
要
し
な
い

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル

制
」
は
残
業
代
ゼ
ロ
を
狙
っ

た
も
の
で
す
。
対
象
者
は
年

収
１
０
７
５
万
円
以
上
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
財
界
は
年

収
４
０
０
万
円
へ
の
要
件
引

き
下
げ
を
求
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
定
の
時
間
外
労

働
を
働
い
た
と
み
な
す
「
裁

量
労
働
制
」
を
一
般
の
営
業

職
や
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
に
ま

で
拡
大
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
権
限
や
裁
量
の
な
い
人

ま
で
広
げ
る
こ
と
は
、
長
時

間
労
働
が
蔓
延
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
「
テ
レ
ワ
ー

ク
」
や
「
在
宅
勤
務
」
な
ど

多
様
な
就
労
形
態
の
促
進
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
労
働
法
や
社
会
保
障

法
が
適
用
さ
れ
な
い
低
収
入

で
不
安
定
な
「
就
労
者
」
を

生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

電
機
大
手
は
、
４
年
連
続
で
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
が
、
１

０
０
０
円
か
ら
３
０
０
０
円
と
低

額
で
生
活
を
向
上
さ
せ
、
長
期
低

迷
の
日
本
経
済
を
良
く
す
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
。

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
額
は
一
桁
あ

げ
よ
」
の
声
を
高
め
、
今
年
こ
そ
、

誰
も
が
生
活
向
上
で
き
る
大
幅
賃

上
げ
を
勝
ち
と
る
春
闘
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

大
企
業
は
４
０
０
兆
円
を
超
え

る
巨
額
の
内
部
留
保
を
た
め
込
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
内
部
留
保
の
ご
く
一
部
・

数
％
を
賃
金
に
還
元
す
れ
ば
、
数

万
円
の
大
幅
賃
上
げ
は
可
能
で
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
誰
で
も
時
間
額
１
５
０
円
以
上
、

月
額
２
万
円
以
上
の
賃
上
げ
」
の

獲
得
を
１
８
年
春
闘
の
基
本
要
求

と
し
て
呼
び
か
け
ま
す
。

非
正
規
雇
用
で
働
く
労
働
者
は

雇
用
労
働
者
の
３
７
・
５
％
の
２

０
０
３
万
人
と
な
り
、
年
収
２
０

０
万
円
以
下
の
労
働
者
は
１
１
３

１
万
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、

「
電
機
で
働
く
非
正
規
雇
用
労
働

者
を
は
じ
め
す
べ
て
の
労
働
者
が
、

産
業
別
最
低
賃
金
と
し
て
、
い
ま

す
ぐ
時
給
１
０
０
０
円
以
上
、
１

５
０
０
円
」
を
要
求
し
ま
す
。

電
機
大
手
が
こ
の
６
年
間
で
３

８
万
人
を
超
え
る
正
社
員
の
リ
ス

ト
ラ
を
強
行
す
る
な
か
、
企
業
の

身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
に
反
対
し
、

雇
用
を
守
る
運
動
が
前
進
し
て
い

ま
す
。

東
芝
の
粉
飾
決
算
リ
ス
ト
ラ
に

対
し
て
、
神
奈
川
労
連
や
当
ユ
ニ

オ
ン
な
ど
で
構
成
す
る
東
芝
リ
ス

ト
ラ
対
策
会
議
が
、
日
立
の
常
時

リ
ス
ト
ラ
・
黒
字
リ
ス
ト
ラ
に
対

し
て
は
日
立
リ
ス
ト
ラ
か
な
が
わ

対
策
会
議
が
職
場
と
地
域
の
た
た

か
い
を
結
集
し
、
リ
ス
ト
ラ
反
撃

の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

電
機
産
業
の
大
リ
ス
ト
ラ
に
対

し
て
、
電
機
の
仲
間
が
力
を
合
わ

せ
て
雇
用
と
地
域
経
済
を
守
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

安
倍
政
権
が
進
め
る
「
働
き
方

改
革
」
は
、
労
働
者
を
保
護
す
る

労
働
基
準
法
を
「
岩
盤
規
制
」
と

敵
視
し
、
企
業
側
の
「
労
働
力
を

使
い
や
す
く
し
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
」
の
要
求
か
ら
出
さ
れ
た

も
の
で
、
長
時
間
労
働
と
過
労
死

を
増
大
さ
せ
、
雇
用
を
金
銭
で
奪

う
労
働
法
制
の
大
改
悪
で
す
。

安
倍
「
働
き
方
改
革
」
の
大
改

悪
を
阻
止
し
、
健
康
的
で
安
心
し

て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
実
現

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
に
自

衛
隊
を
書
き
込
む
こ
と
を
狙
っ
て
、

今
年
の
国
会
で
改
憲
案
を
発
議
し

て
国
民
投
票
に
持
ち
込
み
、
２
０

年
に
は
施
行
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。い

っ
ぽ
う
、

平
和
憲
法
を
守

ろ
う
と
広
範
な

団
体
、
個
人
は

「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
」
を
結
成
し
、

「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法

を
生
か
す
全
国

統
一
署
名
」
を
、

５
月
３
日
の
憲

法
記
念
日
ま
で

に
３
０
０
０
万

人
を
目
標
に
し

た
署
名
運
動
を

取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

労
働
者
の
力

を
結
集
し
て
、

改
憲
案
の
発
議

を
阻
止
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

産
業
別
最
低
賃
金
は
、

時
給
１
５
０
０
円
以
上
に

電 機 懇 「 １ ８ 春 闘 へ の 提 言 」 （ 骨 子 ）

内部留保を還元し２万円以上の賃上げを

雇
用
と
地
域
経
済
を守

る
春
闘

雇用と地域経済を守り、安倍９条改憲阻止の春闘に
内
部
留
保
を
活
用
さ
せ

大
幅
賃
上
げ
を

労
働
法
制
大
改
悪
を
阻
止
し

安
心
な
職
場
に

安
倍
９
条
改
憲
を
阻
止
し

平
和
な
日
本
に

一人でも入れる 困ったら
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2017年６月２９日（木）

三菱電機株主総会行動

誰
で
も
二
万
円
の

賃
上
げ
実
現
を

労
働
法
制
の

改
悪
を
許
す
な

大幅賃上げと労働条件を改善しよう



◆度重なる不祥事に何よりも東芝トップのエゴと不正を知

りつつ、なすがままにさせていた経営陣が、偽預言者の言

動をなすがままにさせた構図に、呆れて愛想が尽きた。

（東芝、正社員、５０歳代、男性）

◆人は減る、仕事は増える、残業はするな、賃金は増えな

い。こんな会社では誰でもは辞めたくなると思います。

（日立、正社員、２０歳代、女性）

◆若者や子育て世帯にもっと手当をつけてほしい。未来を

支えていくのは次世代の人間だから。（富士通、正社員、

２０歳代、男性）

◆人が減る一方の中、業務負荷は増える一方。そんな中で

業務改善も出来ていないのに、早く帰れとか残業するなと

か言うが、実際はサービス残業や齟齬の持ち込みが常態化

している。（富士電機、正社員、３０歳代、男性）

◆諸手当の廃止、交代勤務者の手当減額。会社は賞与等で

還元すると言っているが、話しが違う。全くブラックな企

業だ。（ルネサス、正社員、３０歳代、男性）

◆正社員、特に管理職の姿勢に不満があります。体の不調

もあり通院中。仕事は真剣に取り組んでいますが、待遇・

条件など疑問がある。（沖電気、非社員、４０歳代、女性）

アンケートに寄せられた声！

生活改善必要額(月額)３万円以上が７２％に達す！
アンケートへのご協力ありがとうございました電機懇と電機・情報ユニオンが協同して取り組んだ１８春闘要求アンケートに

全国の職場から協力を頂きありがとうございます。１月初旬までに寄せられたア

ンケートの中間集計４０２枚の結果から特徴を報告します。

寄せられたアンケートは、非正規の方が９.２％、再雇用者も６.０％でした。

男女比では、女性が１５.４％です。年齢分布は、２０歳代が１２.４％、３０歳

代が２９.９％、４０歳代が２１.９％、５０歳代が２３.４％となっています。切

実な要望・意見が２８.４％の方々から届きました。「あなたの生活は、月額あ

といくら必要ですか」の加重平均は３万４１１９円となりました。

（％）

あなたの生活に月額あといくら必要ですか？（年代別比較）

生活実感では、「かなり苦しい」「やや苦

しい」を合わせると５６.２％と昨年より減少、

「まあまあだ」が５.５％増加しています。

年代別分類でのピークは、５０才代が７０

％で、２０歳代でも４２％となっており、正社

員でも５４％になっています。

残業時間での分類では、１時間以上から

２０時間未満がもっとも高く６３％となってい

ます。健康分類では、健康と答えている人

が３９％で、心の病で不安に感じている人

が７４％と最も高くなっています。

（％）

全体集計では「年金・老後」が最高の２７％となっており、２

０歳代でも１３％となり全年代で将来への不安があります。

２番目が「低賃金」２５％となっており、２０歳代が最も高く２

８％であり切実な課題となっています。

今までからの設問「戦争する国」も関心が高かったです。

１６春闘時から設問している「処遇制度」に関しては、ベー

スアップが実現されず「降格」「降給」制度が導入されている

中で、「降格」「降給」に困っている人が正社員で３６％、２０

歳代で４８％、管理職は３５％となっています。

「諸手当の廃止」で困っている人が最大で３１％、不透明

な査定が２１％、一時金の大幅な格差と続いています。

月額あといくら生活に必要ですか？では、金額的に３万円以上が７２％となってお

り、年代別集計では４０歳代が最高で８０％となっています。残業が６０時間以上となっ

ている人でも６５％と、生活の苦しさを反映して高額要求となっています。

（％） １８春闘で初めて提

起した「電機産業政

策提言リーフレット」

に対しての評価は、

概ね良好が６８％と

なりました。

世代間分類では、

若い人は、概ね良好

が７７％、中高年の

人は、概ね良好が６

２％でした。

（％）

（％）


